
R4年度　新人教育担当者研修

目的：新人看護職員教育担当者の指導力向上及び自施設での研修体制の整備･充実により

　　　新人看護職員の離職防止を図る。

回 日程 会場 内容 講師 

1 

9/8（木） 

 

※公開※ 

諫早 

新人看護職員研修事業についての理解 

 

◼ 新人看護職員研修ガイドラインの概要 

◼ 医療・看護を取り巻く現状と施策の動向 

◼ 新人看護職員研修における各担当者の役割 

◼ 新人看護職員の特徴と支援体制 

◼ 看護基礎教育に関する知識 等 
徳島文理大学 

教授 

上田 伊佐子 先生 

2 

9/9（金） 

 

※公開※ 

諫早 

人材育成に関する基礎知識 

 

◼ 新人看護職員の実践能力にあった指導を行う技術 

◼ 具体的な指導方法、評価する技術 

◼ 円滑な人間関係の構築のための調整やコミュニケーション技術 

◼ メンタルサポート技術 

◼ 新人看護職員研修の現状・課題 等 

3 9/15（木） 諫早 

院内教育の展開に関する基礎知識・技術の習得 

 

◼ 看護専門職業人としての継続教育、キャリア形成の考え方 

◼ 院内教育の目的・意義・体制と役割 

◼ 年間教育計画の立案・キャリア形成を支援する技術 

◼ 評価の意義・方法・評価結果の活用 等 長崎県立大学シーボルト校 

教授 

山澄 直美 先生 

4 9/16（金） 諫早 
看護部門の教育方針に基づき、新人看護職員教育体制の現状を振り

返り、在り方を検討する。（演習） 

5 

9/22（木） 

 

※公開※ 

佐世保 

新人教育支援におけるセルフマネジメント 

■自己の新人教育の支援を振り返り、新人教育支援の目的に照らして、 

意味づけができる。 

■自己のセルフマネジメントができる。 

■自身のモチベーションの状態について理解でき、現状を変化させるため 

 の目標を具体的にのべることができる。 

福岡教育大学 

教授  

生田 淳一 先生 

 











研修評価

５日間のシリーズ研修には、23施設より44名（県南地区：９施設19名、県央地区：11施設20名、

県北地区：3施設5名）の参加があった。全日程ハイブリッド研修とし、参加率は99.1％であった。

また、公開講座には7施設より22名の参加があった。研修後のアンケートでは、研修方法につい

ては受講者全員が「適切」、研修時期・回数・曜日については受講者の96％が「適切」と評価

した。各内容に対する目標達成度は96～100％で、「わかりやすくてよかった」「この学びを自

施設で活かしていきたい」と、理解度や満足度も高かった。自己の指導力向上と教育体制整備

のための自施設における課題抽出や役割遂行のための知識・技術が深められる研修会となった。

次年度は、教育担当者や実地指導者の受講が混在している現状を踏まえ、対象者を明確にして

実施したい。


